
三
鷹
商
工
会
主
催
・
市
後
援

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
　
15
日
　
―
―
―
―
―

◆
キ
ス
ゴ
ン
シ
ョ
ー

①
午
後
１

時
30
分
か
ら
、②
３
時
40
分
か
ら
。

◆
子
ど
も
人
形
劇
「
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
ゼ
ア
ス
VS
バ
ル
タ
ン
星
人
」

「
３
匹
の
子
ハ
ネ
」

午
後
２
時

か
ら
、
公
会
堂
別
館
で
。

◆
障
が
い
者
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０

０
６
み
た
か
寄
席

午
後
１
時
30

分
開
演
、
公
会
堂
で
。
出
演
は
三

遊
亭
円
丈
ほ
か
。前
売
り
２
千
円
、

当
日
２
千
500
円
。

◆
市
民
納
涼
の
夕
べ
・
盆
踊
り

午
後
６
時
30
分
開
演
。

―
―
―
―
―
　
16
日
　
―
―
―
―
―

◆
カ
ラ
オ
ケ
音
楽
祭

午
後
１
時

か
ら
、
公
会
堂
で
。

◆
子
ど
も
人
形
劇
「
ぽ
ん
ぽ
こ
ぽ

ん
・
和
尚
様
と
小
坊
主
さ
ん
」

午
前
11
時
〜
、
公
会
堂
別
館
で
。

◆
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

午
後
３

時
30
分
〜
、公
会
堂
別
館
３
階
で
。

参
加
費
500
円
（
茶
菓
子
代
を
含

む
）。
グ
ル
ー
プ
、
カ
ッ
プ
ル
、

１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
更
衣

室
あ
り
）。

◆
夏
の
風
物
詩
「
阿
波
踊
り
」

午
後
４
時
30
分
か
ら
、
市
役
所
中

庭
で
。

―
―
―
―

15
日
・
16
日
　
―
―
―
―

楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
！

も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

物
産
展
（
遠
野
市
、
北
秋
田
市
ほ

か
）、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ワ

フ
ワ
と
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
Ｆ
Ｃ

東
京
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

e

同
会
@
49
―
３
１
１
１

新川囃子の練習風景
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都
市
計
画
公
園
の
変
更
案
の

縦
覧

市
内
の
緑
を
守
り
、
公
園
を
確

保
す
る
た
め
、
野
崎
二
丁
目
公
園

（
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
森
）
と

連
雀
中
央
公
園
の
拡
張
部
分
を
新

た
に
都
市
計
画
公
園
に
追
加
す
る

都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し
て
い

ま
す
。
こ
の
変
更
案
に
ご
意
見
の

あ
る
方
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
７
月
３
日
b
〜
18
日
c
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
都
市

計
画
課
　(

市
役
所
５
階
t
番
窓

口
で
。

▼
意
見
書
は
７
月
18
日
c
ま
で
に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
「
〒
181
―
８

５
５
５
三
鷹
市
役
所
都
市
計
画
課

都
市
計
画
公
園
担
当
」
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

e

同
課
@
内
線
２
８
１
１

男
女
平
等
参
画
相
談
員
が

設
置
さ
れ
ま
す

今
年
４
月
に
三
鷹
市
男
女
平
等

参
画
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
７
月
中
に

三
鷹
市
男
女
平
等
参
画
相
談
員
が

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
く
わ
し

く
は
「
広
報
み
た
か
」
７
月
16
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

e

企
画
経
営
室
@
内
線
２
１
１
６

チ
ャ
ド
ク
ガ(

毛
虫)

に

注
意
！

初
夏
か
ら
晩
夏

に
か
け
て
、
ツ

バ
キ
類
に
チ
ャ

ド
ク
ガ
の
幼
虫

が
発
生
し
ま
す
。

う
っ
か
り
触
れ
る
と
激
し
い
か
ゆ

み
を
起
こ
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

e

緑
と
公
園
課
@
内
線
２
８
３

５
被
災
建
築
物
の
応
急
危
険
度

判
定
員
を
募
集

東
京
都
で
は
大
地
震
な
ど
の
二

次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
被
災
し
た

建
築
物
の
危
険
度
を
判
定
す
る
応

急
危
険
度
判
定
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

講
習
を
修
了
し
た
方
に
は
「
東

京
都
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
応
急

危
険
度
判
定
員
）
登
録
証
」
が
発

行
さ
れ
ま
す
。

◆
応
募
資
格

都
内
在
住
・
在
勤

の
一
級
・
二
級
・
木
造
建
築
士
の

方
。

▽
①
９
月
12
日
c
午
後
１
時
30
分

〜
５
時
、
②
10
月
18
日
d
午
後
１

時
30
分
〜
５
時
（
①
、
②
と
も
午

後
０
時
30
分
受
付
）。
い
ず
れ
も

都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
大
会
議
場

で
。
定
員
各
500
人
。

▼
７
月
31
日
b
ま
で
に
在
住
・
在

勤
の
区
市
町
村
の
建
築
指
導
課
に

あ
る
所
定
の
用
紙
で
申
し
込
む
。

e

建
築
指
導
課
@
内
線
２
８
２

５
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
し
ご
と
相
談
窓
口
」

あ
ら
ゆ
る
方
の
「
し
ご
と
」
の

相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
応
え

し
ま
す
。
併
せ
て
、
在
住
の
方
を

対
象
に
内
職
相
談
窓
口
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

▽
７
月
３
日
b
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分
、
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は

生
活
経
済
課
@
内
線
２
５
４
３
が

専
門
相
談
員
と
日
時
を
調
整
し
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就
職
活
動
“は
じ
め
の
一
歩
”

セ
ミ
ナ
ー
　
参
加
者
募
集

対
象
は
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を

始
め
よ
う
と
し
て
い
る
お
お
む
ね

30
歳
く
ら
い
の
方
と
保
護
者
。

市
・
7
東
京
し
ご
と
財
団
共
催
。

▽
７
月
21
日
f
午
後
１
時
〜
５
時

30
分
、
産
業
プ
ラ
ザ
で
。
講
師
は

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
の
就
職
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
池
田
千
恵
美

さ
ん
。

▼
事
前
に
参
加
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
生
活
経
済
課
@

内
線
２
５
４
４
・
I
46
―
４
７
４

９
へ
申
し
込
む
。
当
日
、
会
場
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
働
く
人

の
健
康
＆
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
窓
口

多
摩
東
部
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
産
業
医
や
保
健
師
に

よ
る
身
体
や
心
に
関
す
る
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
相
談
窓
口

毎
週
木
曜
日
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
（
受
付
は
２
時

30
分
ま
で
）、
産
業
プ
ラ
ザ
３
階

情
報
の
森
で
。
毎
月
第
１
木
曜
日

は
精
神
科
医
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
窓
口
を
開
催
。

e

多
摩
東
部
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー
@
47
―
２
１
５
５

親
子
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

対
象
は
市
内
在
住
の
小
学
３
〜

６
年
生
の
親
子
。

▽
７
月
25
日
c
午
前
８
時
。
市
役

所
出
発
帰
着
、
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
利
用
。
有
明
水
再
生
セ
ン
タ
ー

―
虹
の
下
水
道
館
―
財
務
省
造
幣

局
東
京
支
局
を
見
学
（
昼
食
は
各

自
で
持
参
）。

▼
７
月
３
日
b
午
前
８
時
30
分
か

ら
消
費
生
活
係
@
内
線
２
５
４
５

へ
電
話
で
申
し
込
む
。先
着
10
組
。

Ｊ
Ａ
お
や
こ
健
康
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
〜
三
鷹
産
野
菜

で
野
菜
サ
ラ
ダ
と
手
作
り
パ

ン
を
作
ろ
う

対
象
は
市
内
在
住
の
小
学
４
年

生
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
。

お
子
さ
ん
１
人
に
対
し
て
保
護
者

の
方
が
１
人
付
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
８
月
４
日
f
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分
、
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ

し
三
鷹
経
済
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加

費
１
組
500
円(

お
土
産
あ
り)

。

▼
７
月
18
日
c(

必
着)

ま
で
に
往

復
は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
者
の
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し

「
〒
181
―
０
０
０
４
新
川
６
―
35

―
26
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
支
店

指
導
課
」
へ
申
し
込
む
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）。
定
員
９
組
。

e

同
支
店
@
46
―
２
１
５
２

夏
場
の
種
ま
き
講
習
会

ダ
イ
コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ベ

カ
ナ
な
ど

▽
７
月
15
日
g
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
農
業
公
園
で
（
荒
天
の
場
合

は
翌
日
）。
作
業
に
適
し
た
服
装

で
長
靴
な
ど
を
持
参
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

三
鷹
緑
化
セ
ン
タ
ー
@
48
―

７
４
８
２

夏
の
寄
せ
植
え
講
習
会

▽
７
月
16
日
a
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
農
業
公
園
（
雨
天
の
場
合
は

三
鷹
緑
化
セ
ン
タ
ー
２
階
）
で
。

材
料
代
１
千
円
。
作
業
に
適
し
た

服
装
で
。

▼
７
月
10
日
b
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
、
三
鷹
緑
化
セ
ン
タ
ー
@

48
―
７
４
８
２
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
む
。
先
着
25
人
。

三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
主
催
の
催
し

①
講
演
会
「
ホ
ン
ト
に
大
丈
夫
？

ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
」

▽
７
月
５
日
d
午
前
10
時
〜
正

午
、
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
食
の
安
全
監
視
市
民
委
員

会
代
表
の
神
山
美
智
子
さ
ん
。

②
お
米
に
つ
い
て
の
学
習
会
「
無

洗
米
」
食
べ
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
？

▽
７
月
12
日
d
午
後
１
時
〜
３

時
、
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
ト
ー
ヨ
ー
ラ
イ
ス
1
消
費

者
相
談
室
の
方
。

③
お
も
ち
ゃ
の
病
院
〜
壊
れ
た
お

も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す
〜

修
理
は
無
料
で
す
が
、
部
品
代

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
ー
＝
７
月

５
日
d
・
19
日
d
、
リ
サ
イ
ク
ル

市
民
工
房
＝
７
月
８
日
g
・
22
日

g
、い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
。

▼
①
、
③
は
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

②
は
７
月
３
日
b
午
前
９
時
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
@
43
―
７
８
７
４
へ

申
し
込
む
。
先
着
30
人
。

e

同
協
議
会
@
41
―
０
５
１
０

・
同
セ
ン
タ
ー
@
43
―
７
８
７
４

・
生
活
経
済
課
@
内
線
２
５
４
５

第
２
回
三
鷹
市
都
市
計
画
審

議
会

議
題
は
都
市
計
画
（
野
崎
二
丁

目
公
園
・
連
雀
中
央
公
園
）
の
変

更
、
地
区
計
画
（
大
沢
三
丁
目
）

の
決
定
。

ム
に
お
い
て
、
市
内
で
活
動
し
て

い
る
新
川
囃
子
保
存
会
が
6
日
本

善
行
会
か
ら
善
行
銀
章
を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
長
年
、
お
囃
子
を
通
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
、
郷
土
芸

能
の
保
存
・
普
及
・
伝
承
に
貢
献

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
平
成
元
年
の
銅
章
受
賞
後
も

活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

同
保
存
会
の
お
囃
子
は
、
７
月

16
日
a
に
開
催
す
る
み
た
か
商
工

ま
つ
り
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

e

秘
書
係
@
内
線
２
０
１
１

▽
７
月
27
日
e
午
後
２
時
〜
４

時
、
市
議
会
全
員
協
議
会
室
（
市

役
所
３
階
）
で
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
７
月
20
日
e

（
必
着
）
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―
８

５
５
５
三
鷹
市
役
所
都
市
計
画

課
」・

toshikeikaku@
city.

m
itaka.tokyo.jp

へ
申
し
込
む

（
申
込
多
数
の
場
合
は
21
日
f
に

抽
選
し
、
郵
送
で
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
）。
定
員
15
人
。

e

同
課
@
内
線
２
８
１
１

第
１
回
三
鷹
市
市
民
の
く
ら

し
を
守
る
会
議

議
題
は
平
成
17
年
度
消
費
者
行

政
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
三
鷹
市

消
費
者
相
談
の
現
況
に
つ
い
て
。

▽
７
月
10
日
b
午
後
７
時
〜
９

時
、
市
議
会
全
員
協
議
会
室
（
市

役
所
３
階
）
で
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
７
月
７
日
f

午
後
５
時
ま
で
に
生
活
経
済
課
@

内
線
２
５
４
５
へ
申
し
込
む
。
先

着
10
人
。

新
川
囃
子
保
存
会
が
善
行
表

彰
銀
章
を
受
賞
し
ま
し
た

６
月
14
日
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

第29回

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

キ
ス
ゴ
ン
が
み
ん
な
の
街
に
や
っ
て
く
る
！

7
月
１５
日
（土）
正
午
〜
午
後
8
時

１６
日
（日）
午
前
１０
時
〜
午
後
6
時

市
役
所
中
庭
周
辺
で
。

市
内
で
振
り
込
め
詐
欺
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
か

ら
の
被
害
総
額
は
約
３
千
万
円

（
６
月
14
日
現
在
で
22
件
）
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
犯
行
の
手
口

は
、
ま
す
ま
す
巧
妙
に
な
り
、
孫

な
ど
を
装
い
借
金
の
保
証
人
に
な

っ
た
な
ど
と
現
金
を
要
求
し
た

り
、
金
融
会
社
な
ど
を
装
い
融
資

保
証
金
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
利
用

料
金
な
ど
を
請
求
し
、
振
り
込
ま

せ
ま
す
。
被
害
者
の
年
齢
層
は
20

〜
80
歳
代
と
幅
広
く
、
大
半
が
女

性
で
す
。

「
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ん
で

く
れ
！
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
慌
て

ず
に
家
族
な
ど
に
連
絡
を
取
り
、

事
実
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
連

絡
が
取
れ
な
い
と
き
は
警
察
に
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

e

三
鷹
警
察
署
@
49
―
０
１
１

０安
全
安
心
メ
ー
ル
で
犯
罪
・
不
審

者
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す

配
信
登
録
は

m
aam

@
req.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る

だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
Ｓ
Ｓ
Ｌ
通
信
対
応
機
能
が
付
い
て

い
な
い
携
帯
電
話
は
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

e

安
全
安
心
課
@
内
線
２
５
５

１

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
用
心
！

振
り
込
む
前
に
事
実
確
認
を

住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
が
、
公
用
お
よ
び
公
益
性

の
高
い
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
す
で

に
、
平
成
17
年
12
月
に
「
三
鷹
市

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

閲
覧
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
犯
罪
防

止
の
観
点
か
ら
、
閲
覧
者
を
国
、

地
方
公
共
団
体
、
学
術
機
関
、
報

道
機
関
な
ど
に
限
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
個
別
訪
問
な
ど
の
営
業

目
的
の
た
め
の
閲
覧
は
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
施
行
後
の
平
成
18
年
１
月

〜
５
月
末
日
の
閲
覧
状
況
は
、
①

国
・
地
方
公
共
団
体
１
千
110
人
分

（
世
論
調
査
・
案
内
発
送
の
た

め
）、
②
学
術
機
関
13
人
分
（
学

術
調
査
の
た
め
）、
③
報
道
機
関

53
人
分
（
視
聴
の
現
況
調
査
の
た

め
）、
④
そ
の
他
108
人
分
（
世
論

調
査
の
た
め
）
で
し
た
。

e

市
民
課
@
内
線
２
３
２
６

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
を
制
限
し
て
い
ま
す


